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1 はじめに 

 

2023 年 5月に COVID19 が第５類感染症になった。対面での学会・講義が再開してきている。対面に

は人と人との「臨場感」があり、社会には大切な媒体・機会であると感じている。 

今年度は松本藍専攻医が入局してくれた。誠実な診療態度で心強い。村田祥吾講師は引き続き医局

長と病棟長を兼任している。蒸野寿紀講師は地域医療支援センターの大黒柱として活躍している。

細井裕樹講師は CAR-T 療法を推進してくれた。山下友佑助教は Arizona の Mayo clinic（PL 

Bergsagel 教授）への留学が決まった。堀善和助教は多施設共同研究に積極的に参加している。医

療情報部の西川彰則病院教授が 2024 年 3 月に教授に昇任した。今後の病院運営において西川教授

の類まれな能力は益々重要である。以下、臨床・研究・教育にわけて主なできごとを記載する。 

（臨床）CAR-T 療法を開始することができた。従来の移植や２重抗体とうまく使い分けて患者さん

の最大利益を得るようにしたい。今年度から日赤和歌山医療センター血液内科にも当科から医師を

派遣している。和歌山県全体の血液診療において、当科の果たす役割は一層大きくなっている。単

に働き方改革に順応するばかりでなく、ソフト・ハード面で医局員が働きやすい環境を整えたい。

長く当科が HIV 感染症を担当してきたが、徐々に感染制御部の先生方に患者さんを診てもらってい

る。（研究）JCOG、JSCT の多施設共同試験や WT1 ワクチン医師主導治験に貢献できている。久留米

大学病理学講座（大島孝一教授）で勉強していた田中顕院生が令和５年７月に帰ってきた。学んで

きたことを当教室に還元してほしい。山下助教、小浴秀樹院生、田畑翔太朗院生は基礎研究室（改

正研や井原研）との共同研究を行い、興味深い知見を見つけている。研究にはアイデアと手を動か

すことも必要だが論文を少しずつでも発表することが大切である。（教育）本年度から系統講義を 3

年生に 11 月～12 月にかけ行うようになった。成果重視型・臨床参加型教育が声高に言われている。

本学の教育開発センターでは仮想空間を使った実習を提案している。今年度は選択実習で６人と初

期研修医が９人が当科で勉強してくれた。皆さん、非常に優秀であった。当科に所属している内科

専攻医は JOSLER の進捗も良好である。血液専門医は小浴秀樹院生が取得してくれた。また海南医

療センター勤務期間に英文論文をまとめてくれた弘井孝幸先生が博士号を取得した。 

この１０年間における当科の同種造血幹細胞移植成績を上田かやこさんに協力してもらってまとめ

てみた。治療成績がよくなっていることを実感できた。診療を支えてくれている皆様方のおかげで

ある。今年度も重症の患者さんたちを支えていただいた野口理恵師長をはじめとする５西スタッフ

の皆様、外来スタッフの皆様、有難うございます。日々の輸血業務だけでなく CAR-T 療法に関わっ

ていただいている輸血部の皆様に感謝申し上げます。医局を支えていただいている花井宏実さん、

土谷波花さん、有難うございます。 

令和６年３月       

                              園木 孝志 
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2 教室現況 

（1）教室員 
医局 教授 園木 孝志  

 講師 村田 祥吾  

 講師(地域医療支援センター) 蒸野 寿紀  

 講師 細井 裕樹  

 助教 山下 友佑  

 助教 堀 善和  

 学内助教・大学院生 田中 顕  (2023 年 7 月 1 日から) 

 学内助教・大学院生 小浴 秀樹     (2023 年 6 月 30 日まで) 

 学内助教・大学院生 田畑 翔太朗     

 学内助教 岡部 友香  (2023 年 6 月 30 日まで) 

 学内助教 武田 里美 (2023 年 9 月 30 日まで) 

 学内助教 天野 雄登 (2023 年 7 月 1 日から） 

 学内助教 太根 美聡  

 学内助教 榊 絢朱 (2023 年 10 月 1 日から) 

 学内助教 松本 藍 (2023 年 4 月 1 日から） 

 事業担当補助員 花井 宏実  

 事務補助員 土谷 波花  

輸血部 病院教授 西川 彰則  

 主任 堀端 容子  

 主任 中島 志保  

 主査 冨坂 竜矢  

 福主査 山本 裕也  

 医療技師 玉置 綺良理  

 移植コーディネーター 上田 かやこ  

 移植コーディネーター 山本 梨菜  

 研修医 曽我部 槙子 (2022.7 月) 

  西岡 秀悟 (2022.4 月－6 月) 
  小西 朋樹 (2022.4 月－6 月) 
  栗山 愛梨 (2022.4 月－6 月) 
  寺本 海 (2022.7 月－8 月) 
  内川 侑紀 (2022.7 月－8 月) 
  中島 京介 (2022.9 月） 
  村上 伸 (2022.10 月－11 月) 
  中西 涼 (2022.11 月－12 月) 
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（2）人事異動 
  採用 

 学内助教 松本 藍 （2023. 4 月 1 日～）  
 学内助教 田中 顕 （2023. 7 月 1 日～）  
 学内助教 天野 雄登 （2023. 7 月 1 日～）  
 学内助教 榊 絢朱 （2023. 10 月 1 日～）  

 
配置換え・退職 

 学内助教 小浴 秀樹 （～2023.6 月 30 日） 紀南病院へ 
 学内助教 岡部 友香 （～2023.6 月 30 日） 紀南病院へ 
 学内助教 武田 里美 (～2023.9 月 30 日) 海南医療センターへ 
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（3）令和 5 年度 業務分担                 2023.4 月～ 
1. 科長・教育主任：園木 ・講義，試験の管理，学生オーガナイザー（４年生）、卒業試験（６年生）、依頼問題作成 

（副科長：村田） ・病棟実習（必修や選択実習、症例選択）の支援（病棟医長と協力） 
 ・臨床実習ディレクター 
 ・生涯研修センター長（平成 28 年 4 月～） 

 ・更正医療担当 
 ・和歌山県原爆被爆健康管理手当て等認定医 
 ・和歌山県身体障害者福祉専門分科会審査部会委員 

 ・和歌山県エイズ対策推進協議会委員 

2. 医局長：村田  ・秘書支援（採用と更新と検診、薬説明会、年報、home page、研究費申請） 

（副医局長：細井）  ・研究会（主宰の講演会、学会） 
 ・行事（入局案内、歓送迎会、花見、暑気払、忘年会、医局旅行） 
 ・会議の主導（医局会議） 

 ・研究打合せ、学会予行、研究費や IRB 申請の支援 

3. 病棟医長：村田 ・病床運営（入・退院、主治医指名、他科交渉） 
（副病棟医長：細井） ・管理（回診、学生実習、当直医・日誌、レセプト、臨床試験、剖検） 

 ・検討会（死因検討会） 
 ・危機管理（医療ミス、事件、感染対策、緊急連絡、災害訓練、投書対応） 
 ・リスクマネージャー 

 ・保険請求担当（DPC,入院） 
 ・保険請求担当者会議 
 ・移植調整医師 

 ・症例検討会(CC ﾎﾟｲﾝﾄｺﾒﾝﾄ） 
 ・抄読会 

4. 外来医長：細井 ・診療担当医表、レセプト、外来診療用コンピューターの管理 
（副外来医長：山下） ・外来の危機管理（苦情、事故、外来診療相談・クラーク指導責任医師など） 

 ・移植調整医師 

 ・保険請求担当（外来） 
 ・感染対策マネージャー 
 ・オーダーリングシステム入力責任者（主） 

 ・予約メンテナンス管理責任者（主） 

5. 研究主任：山下  ・研究室運営（機器や試薬管理など基盤整備と配分、安全指導など） 
 ・試薬管理責任者 

6. その他 病院委員会 

1）  園木 

医療安全推進部（重大事故調査委員会） 

感染制御部（感染制御部運営委員会・感染予防対策員会） 

薬剤部（薬剤部運営委員会・薬事委員会・医薬品安全管理委員会） 

輸血部（輸血療法委員会） 

リハビリテーション部（リハビリテーション部運営委員会） 

医事課（エイズ診療対策委員会・脳死臓器移植対策委員会） 

経理課（(科長会、腫瘍ｾﾝﾀｰ運営、腫瘍ｾﾝﾀｰ放射線治療、中央手術部運営、放射線安全、病院機能評価認定更新対策） 

医学部委員会 

研究推進課（研究活動活性化委員会、遺伝子組換え実験安全委員会委員、遺伝子解析研究に関する倫理審査） 

地域医療支援ｾﾝﾀｰ(内科専門研修ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ研修委員会) 
臨床研究ｾﾝﾀｰ（治験審査委員会委員長） 

2）  西川 
(医療情報部部長) 

病院委員会 
経理課（医療情報部運営委員会） 

・和歌山県骨髄移植対策協議会委員 

・移植調整医師・委嘱連絡医師 
・和歌山県献血推進協議会 
・和歌山県合同輸血療法委員 

・がん診療拠点病院(相談支援センター業務)担当医 
総務課（人権・同和対策推進協議会） 

3） 村田 総務課（人権・同和対策推進協議会） 

 
4）  細井 

（輸血部次長） 

・各科代表者薬事委員 
病院委員会 

薬剤部（レジメン審査委員会(副)） 
輸血部（輸血療法委員会） 

5）  蒸野 
（地域医療支援ｾﾝﾀｰ/副ｾﾝﾀｰ長） 

（卒後臨床研修ｾﾝﾀｰ/副ｾﾝﾀｰ長） 

・移植調整医師 
卒後臨床研修ｾﾝﾀｰ (内科専門研修ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ研修委員会・代表指導医) 
薬剤部（レジメン審査委員会） 

経理課（腫瘍ｾﾝﾀｰ薬物療法委員会・がんゲノム医療委員会） 
病理合同カンファレンス 

 

6） 山下 

・職場研修委員 

研究推進課（共同利用施設管理運営委員会） 
経理課（クリティカルパス） 
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3 スケジュール表 
 
 

（1） 医学部生の病棟臨床実習 
（2） 血液内科診療の医師勤務表 
（3） 5 階西病棟の当直医表（3 月） 
 （1）−（3）は次ページ以降に収録。 
 
（4）医局行事 

 1）週間 

   月曜日 医局会（入・退院、連絡事項）、チャートカンファレンス) 

火曜日 病棟回診 

水曜日 研究打合せ 

木曜日 カンファレンス（MGH,CC） 

金曜日 HIVカンファレンス(隔週外来) 

 

 2）月間 

病理合同カンファレンス 

移植カンファレンス 

症例検討会 

診療会議 

 

 3）年間 

   科研費申請（9 月）、人事（随時） 
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（1）医学部生の病棟臨床実習 

血 液 内 科 
集合場所：研究棟 10 階 血液内科医局（内線 5453） 

総括の後、レポートを訂正し、血液内科医局の協議机に一部提出すること。 

（訂正したレポートを提出しない場合、実習を履修しなかったと判断する。） 

 
日付 

8       9         10:30       12:30   13      14          15        16   17～ 

/ 

(月) 

 

 

第 1 週目 

（他科） 

 

第 1 週目 

（他科） 

9：00- 
レポート進捗 
状 況 報 告 

（園木教授） 

症例学習 
第 2 週目 

※症例学習 

第 2 週目 
16：00- 
チャート 

カンファレンス 

/ 

(火) 

 

 

第 1 週目 

（他科） 

 

第 1 週目 

（他科） 

 
第 2 週目 
8：30- 

入院患者回診 
(園木教授) 

第 2 週目 
外来・内科

診察 
(園木教授) 

症例学習 

第 2 週目 

14：00－

15：00 

造血幹細胞移植 

(村田講師) 

5 西 CR 

症例学習 

/ 

(水) 

 

第 1週目 

（他科） 

 

第 1 週目 

13：30- 

オ リエン 

テーション 

(園木教授) 

症例学習 

 
第 2 週目 
症例学習 

第 2 週目 

13：00－

14：00 

血球形態を

学ぶ 

(園木教授) 

教授室 

第 2 週目 

14:00-15:00 

輸血部実習 

中央棟３階 

輸血部 

第 2 週目 
15：00－16：00 
骨 髄 生 検 

シュミレーション 
(蒸野講師・田畑先生) 

5 西 CR 

症例

学習 

/ 

(木) 

 

第 2 週目 

8:00-8:30 

ｶ ﾝ ﾌ ｧ ﾚ ﾝ ｽ 

(CC/MGH) 

9：00- 

外来・内科診察  

（園木教授） 

 

第 1 週目 

症例学習※ 

症例学習 

第 2 週目 

15:00-16：00 

HIV 感染症を

把 え る 

(園木教授) 

5 西 CR 

症例

学習 

/ 

(金) 

 

症例学習  

第 1 週目 

症例学習※ 

 
第 2 週目 

※症例学習 

第 2 週目 16:00- 
ﾚﾎﾟｰﾄ発表会/ 
ﾚ ﾎ ﾟ ｰ ﾄ 提 出 
(園木教授)5西 CR 

 

※随時、疾患について討論を行う(園木)                                                            教官から指摘を受けた個

所を訂正し、必ず本日中

に提出すること 
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（2）令和 5 年度 臨床実習 授業評価

(回答者数) 105 人 

【質問内容】 

A 指導医について （まったく思わない①……②……③……④……⑤とても思う） 

１ 指導医と討論する時間が充分にあった。 

２ 親切に接してくれた。 

３ 問題点を見つけるよう適切に指導してくれた。 

４ 時間を厳守するよう適切に指導してくれた。 

５ 実習中の最終目標を明確に示してくれた。 

６ 毎日の目標を示してくれた。 

７ 医学的知識について適切に指導してくれた。 

８ 医学的技能について適切に指導してくれた。 

９ 知識・技能について誤りがあった場合、注意や指導をしてくれた。 

B セミナーについて（行われなかった場合は記入不要） （まったく思わない①……②……③……④……⑤とても思う） 

10 よく準備された教材を使用してくれた。 

11 病態との関連について適切に説明してくれた。 

C 自己評価 （まったく思わない①……②……③……④……⑤とても思う） 

12 知識が増えた。 

13 基本的技能ができるようになった。 

14 診断・治療の選択が可能になった。 

15 症例の提示（発表）ができるようになった。 

D 臨床実習の総合的評価 （悪い①……②……③……④……⑤良い） 

16 臨床実習を総合的に評価してください。 

質問項目 
A B 

総合 
C D 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 

血液内科学 4.21 4.30 4.28 4.25 4.29 4.12 4.41 4.33 4.32 4.40 4.46 4.31 4.45 4.12 4.13 4.25 4.20 

全体平均 4.15 4.34 4.29 4.29 4.26 4.16 4.38 4.32 4.34 4.39 4.38 4.30 4.35 4.05 4.04 4.19 4.18 

総合 質問項目 1～11の平均 

質問項目 1～11の内、最大値 

質問項目 1～11の内、最小値 

【その他、意見があれば自由に記載してください。 （任意）】 
・園木先生の外来が印象的でした。
・コツコツと勉強頑張ります。
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（3）血液内科診療の医師勤務表

診 療 担 当 医 
2023. 4.1～ 

月 火 水 木 金 

診 察 室 ( １ )  村 田 
園 木 

①②(9:30,10:00）
蒸 野 

園 木 
(①②）

園 木 
(9:30-12:00) 

診 察 室 ( 2 ) 山 下 西 川 堀 村 田 西 川 

診 察 室 ( 3 ) 堀（新患）   
①②(9:30,10:00)

山 下（新患） 
③10:30

田 畑 西 川 小 泉 祐 介 

診 察 室 ( 4 ) ポリクリ(9:30-10:30) 
小    浴(11:00～) 

村 田（新患） 
①②

ポリクリ(9:30-10:30) 
細  井(11:30～) 
(新患)③(11:00) 

栩 野(新患) 
①②

診 察 室 ( 5 ) ※当番内科
（1 回/4 週）

予 診 室 

処 置 係 岡 部 松 本 松 本 太 根 武 田（太 根） 

他 病 棟 
当日診察依頼 

① 松本

② 武田（岡部)

① 小浴

② 太根

① 武田（田畑）

② 岡部

① 太根

② 松本

① 岡部

② 小浴

予 約 外 
当日外来新患 

堀 山 下 村 田 細 井 栩 野／山 下 

フォローアップ
外 来

蒸野・診察室(4) 

（第 1 月曜日） 

西 川・予診室(2) 

（第 2 火曜日） 

村 田・診察室(4) 

（第 3 水曜日） 

細 井・診察室(4) 

（第 4 木曜日） 
--- 

マ ル ク 診 断 堀 山 下 細 井 村 田 栩 野（山下） 

医局会     (14:30～15:00) 病棟回診   (8:30～9:30) MGH (8:00～8:30) 

(入・退院，連絡等) 
抄読会     (第 2 18:00～) 

(学生実習 2 週目) 

病理ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ(16:30～17:00) 症例検討会     (17:00～) 

(第 1) (研修医のいる月の第 1or第 3)  

ﾁｬｰﾄｶﾝﾌｧﾚﾝｽ(16:00～19:00) ﾘｻｰﾁｶﾝﾌｧﾚﾝｽ(第 2 17:30～)

移植ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ(第 4 17:00～) 

診療会議(教官)(第 4 17:30～) 

学会予行  (随時 17:00～) 

日中平日当直 
PHS係(8:45〜17:30)

小 浴 太 根 武 田（岡 部） 松 本 岡 部 

月 火 水 木 金 

外 勤 ( 午 前 ) --- 

園木 小浴 村田 

西川 田畑（～15:00） 蒸野 

山下 堀 

太根 

外 勤 ( 午 後 ) --- 

西川 岡部 細井 

山下 蒸野 

堀 

松本 
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（4）5 階西病棟の当直医表
2024.3

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 

3 月 1 日 3 月 2 日 

太根 堀 

3 月 3 日 3 月 4 日 3 月 5 日 3 月 6 日 3 月 7 日 3 月 8 日 3 月 9 日 

榊 奥田 田中 天野 栗山 田畑 堀 

3 月 10 日 3 月 11 日 3 月 12 日 3 月 13 日 3 月 14 日 3 月 15 日 3 月 16 日 

蒸野 松本 太根 榊 田中 田畑 天野 

3 月 17 日 3 月 18 日 3 月 19 日 3 月 20 日 3 月 21 日 3 月 22 日 3 月 23 日 

松本 山下 細井 太根 堀 天野 田中 

3 月 24 日 3 月 25 日 3 月 26 日 3 月 27 日 3 月 28 日 3 月 29 日 3 月 30 日 

田畑 堀 榊 蒸野 堀 松本 細井 

3 月 31 日 

山下 
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4 主な活動内容 

（1）学会 
 

1）国際学会 
Hideki Kosako, Yusuke Yamashita, Shuhei Morita, Sadahiro Iwabuchi, Shinobu Tamura, Shinichi Hashimoto, 
Takashi Sonoki. “Asciminib Induces Anti-Myeloma Effects Through Terminal Unfolded Protein Response” 
The 13th JSH International Symposium 2023 in Tsukuba. 2023.7.21-22. Ibaraki, Japan. 
 
Shinobu Tamura, Hideki Kosako, Yusuke Yamashita, Takashi Kato, Sadahiro Iwabuchi, Ken Tanaka, Kazutaka 
Nakashima, Izumi Sasaki, Kouichi Ohshima, Shinichi Hashimoto, Takashi Sonoki, Tsuneyasu Kaisho. 
“Impaired DNA double-strand break repair can drive innate immunity response in mice” The 13th JSH 
International Symposium 2023 in Tsukuba. 2023.7.21-22. Ibaraki, Japan.  
 
Shinobu Tamura, Yusuke Yamashita, Hideki Kosako, Takashi Kato, Sadahiro Iwabuchi, Izumi Sasaki, Shinichi 
Hashimoto, Tsuneyasu Kaisho. “LIG4 syndrome mutation can lead to Th1-skewing intestinal inflammation in 
mice” The 2nd International Symposium of Clinical Immunology. 2023.5.19-20 Kanagawa, Japan. 
 
Kisato Nosaka, Shigeru Kusumoto, Yoshitaka Imaizumi, Hiroya Hashimoto, Junya Makiyama, Makoto 
Yoshimitsu, Takeharu Kato, Hidenori Sasaki, Yoko Suehiro, Ki-Ryang Koh, Toyotaka Kawamata, Toshikazu 
Miyakawa, Hirofusa Takatsuka, Takayuki Sato, Dai Maruyama, Koji Kato, Koji Izutsu, Tohru Murayama, 
Junichi Tsukada, Hiromi Iwasaki, Satoru Kosugi, Hitoji Uchiyama, Kunihiro Tsukasaki, Yusuke Yamashita, 
Fumiya Ogasawara, Emiko Sakaida, Takero Shindo, Kimikazu Yakushijin, Keiichi Akizuki, Ken-ichiro Etoh, 
Noriaki Kawano, Tetsuyuki Igarashi, Noriko Fukuhara, Nobuhiko Nakamura, Isao Yoshida, Nobuaki Nakano, 
Tomoharu Yoshizumi, Masashi Mizokami. “Impact of Mogamulizumab-containing Chemotherapy on HBV 
Reactivation in Patients with T-cell lymphoma: a Multicenter Retrospective Observational Study 
(PROACTIVE-MOGA)” The 65th ASH Annual Meeting and Exposition. 2023.12.9-12. San Diego, USA. 
 
Yusuke Yamashita, Takashi Kato, Hideki Kosako, Sadahiro Iwabuchi, Izumi Sasaki, Nobuo Kanazawa, 
Hiroaki Hemmi, Shinichi Hashimoto, Takashi Sonoki, Shinobu Tamura, Tsuneyasu Kaisho. “Mutant mice 
carrying a novel hypomorphic mutation of the DNA ligase IV gene show Th1-skewing intestinal 
inflammations with severe adaptive immunodeficiency” The 12th annual Meeting of the International Society 
of Systemic Auto-Inflammatory Diseases (ISSAID) 2023.5.15-18. Toronto, Canada. 
 
Yusuke Yamashita, Hideki Kosako, Takashi Kato, Shotaro Tabata, Sadahiro Iwabuchi, Ken Tanaka, Kazutaka 
Nakashima, Izumi Sasaki, Kouichi Ohshima, Shinichi Hashimoto, Takashi Sonoki, Tsuneyasu Kaisho, 
Shinobu Tamura. “A novel Lig4 hypomorphic mutation in mice can lead to intestinal inflammation evoked by 
skewing Th1” The 13th JSH International Symposium 2023 in Tsukuba. 2023.7.21-22. Ibaraki, Japan. 
 
 
2）全国学会 
西川 彰則, 石川 陽子, 都甲 和宏, 勝見 英樹, 楠本 嘉幹, 道本 浩司, 入江 真行「PHR機能追加

は医療情報連携活性化の鍵となるか」第27回日本医療情報学会春季学術大会シンポジウム

2023.6.29～7.1 沖縄 

 

岡村雅、細井裕樹、箕浦直人、村田祥吾、蒸野寿紀、原嘉秀、園木孝志：「悪性リンパ腫患者のお

ける化学療法開始当日の自動血球分析装置での好中球割合算出の有用性」第24回日本検査血液学会

学術集会 2023.7.29-30 名古屋 
 
Misato Tane, Hiroki Hosoi, Hideki Kosako, Takayuki Hiroi, Ryuta Iwamoto, Yoshikazu Hori, Yusuke 
Yamashita, Toshiki Mushino, Shogo Murata, Akinori Nishikawa, Takashi Sonoki:「TAFRO syndrome-like 
systemic inflammation following COVID-19」第85回日本血液学会学術集会 2023.10.13-15 東京 
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Ayaka Sakaki, Hiroki Hosoi, Shotaro Tabata, Takayuki Hiroi, Yoshikazu Hori, Yusuke Yamashita, Toshiki 
Mushino, Shogo Murata, Takashi Sonoki:「The real-world management of immune thrombocytopenia in the 
thrombopoietin receptor agonist era」第85回日本血液学会学術集会 2023.10.13-15 東京 
 
Satomi Takeda, Yusuke Yamashita, Ai Tsujita, Shotaro Tabata, Yoshikazu Hori, Hiroki Hosoi, Toshiki 
Mushino, Shogo Murata, Akinori Nishikawa, Akira Watanabe, Yusuke Koizumi, Takashi Sonoki. “Allo-
HSCT for an AML patient with disseminated thermosensitive Fusarium infection” 第 85回日本血液学会学

術集会 2023.10.13-15 東京 
 
Shotaro Tabata, Hiroki Hosoi, Ayaka Sakaki, Takayuki Hiroi, Yoshikazu Hori, Yusuke Yamashita, Toshiki 
Mushino, Shogo Murata, Takashi Sonoki: 「 Helicobacter pylori infection affects platelet transfusion 
effectiveness in ITP patients」第85回日本血液学会学術集会 2023.10.13-15 東京 
 
Hideki Kosako, Misato Tane, Hiroki Hosoi, Ai Matsumoto, Tadashi Okamura, Yuka Okabe, Satomi Takeda, 
Shotaro Tabata, Yoshikazu Hori, Yusuke Yamashita, Toshiki Mushino, Shogo Murata, Takashi Sonoki:
「Recurrent G-CSF-associated aortitis developed in a DLBCL patient with the HLA-B52 haplotype」第85回

日本血液学会学術集会 2023.10.13-15 東京 
 
Ken Tanaka，Hiroaki Miyoshi，Keisuke Kawamoto， Yasumasa Shimasaki，Kazutaka Nakashima，Teppei 
Imamoto， Kyohei Yamada，Mai Takeuchi，Mayuko Moritsubo，Takuya Furuta， Kei Kohno，Shinobu 
Tamura，Takashi Sonoki，Koichi Ohshima: Clinicopathological analysis of CD47 and SIRPα expression in 
myeloid sarcoma patients. 第85回日本血液学会学術集会 2023.10.13-15 東京 
 
Takayuki Hiroi, Hiroki Hosoi, Ayaka Sakaki, Takashi Sonoki: 「 Pola-BR regimen for elderly 
relapsed/refractory diffuse large B-cell lymphoma」第85回日本血液学会学術集会 2023.10.13-15 東京 
 
Yoshikazu Hori, Hiroki Hosoi, Ryuta Iwamoto, Yasuhiro Koh, Shin-Ichi Murata, Takashi Sonoki:「Plasma 
cell-free DNA amount may be useful as an indicator of transformation in follicular lymphoma」第85回日本

血液学会学術集会 2023.10.13-15 東京 
 
幕内 陽介 岡村 浩史 西川 彰則 仲子 聡一郎 熊谷 宗久 糸藤 一郎 川端 裕二 梅本 由香里 大亦 

由紀 西川 真紀 高木 良 上田 かやこ 堀内 美令 井戸 健太郎 酒徳 一希 久野 雅智 高桑 輝人 

康 秀男 西本 光孝 中嶋 康博 中前 美佳 日野 雅之 中前 博久「ePROモバイルアプリケーション

を用いた移植後合併症による緊急入院の予測」第85回日本血液学会学術集会2023.10.13-15 東京 

 

岡田 陽介 木村 文彦 栗田 尚樹 高橋 寛行 島津 裕 水野 昌平 内田 直之 片岡 圭亮 平本 展大 

太田 秀一 賀古 真一 塚田 信弘 神田 善伸 倉橋 信悟 土岐 典子 西川 彰則 金 成元 半下石 明 

諫田 淳也 福田 隆浩 熱田 由子 近藤 英生 河村 浩二 仲宗根 秀樹「アグレッシブ非ホジキンリ

ンパ腫および多発性骨髄腫に対する自家移植後に起こる血小板生着遅延の影響」第85回日本血液学

会学術集会2023.10.13-15 東京 
 
Akinao Okamoto, Senji Kasahara, Hitomi Sawa, Yoshiko Atsuta, Takahide Ara, Yoshiaki Marumo, Tomohiko 
Horio, Hiroki Hosoi, Yasufumi Masaki, Shunichi Kimura, Tatsuo Oyake, Eisei Kondo, Daisuke Ikeda, 
Yasuhiro Suzuki, Junji Hiraga, Kazutaka Ozeki, Tamohiro Kajiguchi, Shingo Karahashi, Takahiro Nishiyama, 
Takanobu Morishita, Minoru Kanaya, Masahiro Yoshida, Shigeki Saito, Hideyuki Yamamoto, Naoe Goto, 
Chisako Iriyama, Masataka Okamoto, Akihiro Tomita:「Multicenter observational study for COVID-19 
severity factors in hematological patients」第85回日本血液学会学術集会 2023.10.13-15 東京 
 

蒸野寿紀：「当院における後天性血栓性血小板減少性紫斑病（iTTP）の治療経験とカプラシズマブ

の使用経験」、第85回日本血液学会学術集会 2023.10.14 東京 
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蒸野寿紀, 奥口直希, 楠見直博, 平谷洋, 藤盛清記, 上野雅巳：「ドローンによる医薬品配送の実

証実験について」、第27回日本遠隔医療学会学術大会 2023.11.11 新潟 

 

西川 彰則, 三谷 早智子,三浦 晃子, 赤坂浩司「患者付添人によるバイタルサインデータ測定を利

用した在宅輸血の安全な遠隔見守りの検証」第27回日本遠隔医療学会学術大会 2023.11.11-12, 新

潟 

 

吉岡 隆宏, 紺野 剛史, 白石 壮大, 井手 健太, 西川 彰則「ミリ波センサを用いたプライバシー

に配慮した人物の行動検知技術」第43回医療情報学連合大会 2023.11.22-11.25 神戸 

 

白石 壮大, 紺野 剛史, 吉岡 隆宏, 井手 健太, 西川 彰則「ミリ波センサを用いた時間的経緯を

含む行動検知技術」第43回医療情報学連合大会 2023.11.22-11.25 神戸 

 

太田 恵子 岡村 浩史 西川 彰則 木村 映善 太田 龍平 吉田 尚生 仲子 聡一郎 中前 博久 村田 

祥吾 細井 裕樹 蒸野 寿紀 園木 孝志 竹中 克斗 新谷 歩 日野 雅之「HL7 FHIRを用いた造血幹細

胞移植患者を対象とした多施設の診療情報統合における課題」第43回医療情報学連合大会 

2023.11.22-11.25 神戸 

 

仲子 聡一郎 岡村 浩史 西川 彰則 幕内 陽介 梅本 由香里 川端 裕二 熊谷 宗久 糸藤 一郎 大亦 

由紀 西川 真紀 高木 良 上田 かや子 堀内 美令 酒徳 一希 井戸 健太郎 久野 雅智 高桑 輝人 

西本 光孝 中嶋 康博 康 秀男 中前 美佳 日野 雅之 中前 博久「ePROモバイルアプリケーション

を用いた同種造血幹細胞移植合併症の早期予測因子の探究」第43回医療情報学連合大会 

2023.11.22-11.25 神戸 

 

細井裕樹、堀善和、福塚勝弘、大菅光雄、洪泰浩、蒸野寿紀、山本信之、大野仁嗣、園木孝志：

「骨髄増殖性腫瘍患者の尿由来cell-free DNAを用いたJAK2 V617F変異の検出」第8回リキッドバイ

オプシー研究会 2024.2.2-3 東京 

 

太根美聡、細井裕樹、堀善和、山下友佑、蒸野寿紀、村田祥吾、西川彰則、園木孝志：「初回同種

移植でのレテルモビル投与の有無による入院日数の比較検討」第46回日本造血・免疫細胞療法学会

総会 2024.3.21-23 東京 

 

 

3)地方学会 

蒸野寿紀：「血液検査の付加価値を考える〜臨床と連携できる検査技師を目指して〜「血液内科医

の視点から」」、令和 5年度日臨技近畿支部医学検査学会（第 62回） 2023.10.22 和歌山 

 

細井裕樹、中島志保、辻本弘、村田祥吾、堀善和、蒸野寿紀、堀端容子、松浪美佐子、西川彰則、

神波信次、園木孝志：「HESを使用しない顆粒球採取でのSpectra Optiaの有用性に関する後方視的

検討」第67回日本輸血・細胞治療学会近畿支部総会 2023.11.18 京都 

 

栗山愛梨、太根美聡、小浴秀樹、細井裕樹、堀善和、山下友佑、蒸野寿紀、村田祥吾、園木孝志：

「急速に増悪したde novo CML-APに対してTKIとアザシチジン治療を行った一例」第119回近畿血液

学地方会 2023.11.25 大阪 

 

天野 雄登、岡部 友香、堀 善和、山下 友佑、蒸野 寿紀、細井 裕樹、村田 祥吾、園木 

孝志：「急性前骨髄球性白血病(APL)との鑑別に、検鏡が重要であった急性骨髄性白血病(AML-

cuplike)の一例」第119回近畿血液学地方会 2023.11.25 大阪 
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井邊公章，小浴秀樹，山下友佑，石井政道，田中真生，田村志宣, 「家族性神経鞘腫を契機に診断

し得たRASopathyの1例」第242回日本内科学会近畿地方会 2023.12.9 大阪 

 

岩元竜太、西川登偉、松崎生笛、小島史好、堀善和、細井裕樹、村田晋一、園木孝志：「濾胞性リ

ンパ腫中心芽細胞のディープラーニング解析」第51回和歌山悪性腫瘍研究会 2023.12.9 和歌山 

 

堀善和、細井裕樹、大菅光雄、岩元竜太、村田祥吾、蒸野寿紀、洪泰浩、村田晋一、山本信之、園

木孝志：「濾胞性リンパ腫の形質転換予測における血漿遊離DNA測定の有用性」第51回和歌山悪性腫

瘍研究会 2023.12.9 和歌山 

 

西川彰則：「「患者付添人によるバイタル測定を利用した在宅輸血遠隔見守り」令和5年度兵庫県輸

血医療従事者研修会 2023.12.12 兵庫 

 

西川彰則：「青洲リンクを基盤とした PHR の構築」自治医科大学輸血講演会 2024.2.9 栃木 

 

 

（2）学術論文 
・原著論文 

1）和文原著 

該当なし 

 

 

2）英文原著 
Teramoto K, Tamura S, Yoshida K, Inada Y, Yamashita Y, Morimoto M, Mushino T, Koreeda D, Miyamoto K, 
Komiya N, Nakano Y, Takagaki Y, Koizumi Y. Clinical Characteristics and Diagnostic Prediction of Severe 
Fever with Thrombocytopenia Syndrome and Rickettsiosis in the Co-Endemic Wakayama Prefecture, Japan. 
Medicina (Kaunas). 2023 Nov 17;59(11):2024. doi: 10.3390/medicina59112024. PMID: 38004073 
 
Tanaka K, Miyoshi H, Kawamoto K, Shimasaki Y, Nakashima K, Imamoto T, Yamada K, Takeuchi M, 
Moritsubo M, Furuta T, Kohno K, Tamura S, Sonoki T, Ohshima K. Clinicopathological analysis of CD47 and 
signal regulatory protein alpha expression in myeloid sarcoma patients: CD47 expression is a favourable 
prognostic factor. Pathology. 2024 Feb;56(1):81-91. doi: 10.1016/j.pathol.2023.10.007. Epub 2023 Nov 25. 
PMID: 38110323 
 
Tamura S, Morimoto M, Teramoto K, Tanigawa I, Yokoya Y, Yoshida K, Kosako K, Hori Y, Yamashita Y, 
Mushino T, Sonoki T. Effect of prophylactic levofloxacin in patients with relapsed/refractory lymphoma 
receiving salvage chemotherapy: A single-center retrospective study. JHGM. 2023:5(5):181-189 
 
Takeuchi M, Miyoshi H, Semba Y, Yamada K, Nakashima K, Sato K, Furuta T, Moritsubo M, Ogura Y, 
Tanaka K, Imamoto T, Arakawa F, Kohno K, Ohshima K. Digital spatial profiling of CD4+ T cells in classic 
Hodgkin lymphoma. Virchows Arch. 2023 Aug;483(2):255-260. doi: 10.1007/s00428-023-03562-1. Epub 
2023 Jun 4. PMID: 37270432 
 
Takeuchi M, Miyoshi H, Semba Y, Yamada K, Nakashima K, Sato K, Furuta T, Moritsubo M, Ogura Y, 
Tanaka K, Imamoto T, Arakawa F, Kohno K, Ohshima K. Co-stimulatory and immune checkpoint molecules 
are important in the tumor microenvironment of Hodgkin-like adult T-cell leukemia/lymphoma. 
Haematologica. 2023 Dec 1;108(12):3496-3501. doi: 10.3324/haematol.2023.283163. PMID: 37439334 
 
Hashimoto N, Takagi Y, Masuda H, Miyoshi H, Kohno K, Nagaishi M, Sato K, Takeuchi M, Furuta T, 
Kawamoto K, Yamada K, Moritsubo M, Inoue K, Shimasaki Y, Ogura Y, Imamoto T, Mishina T, Tanaka K, 
Kawaguchi Y, Nakamura S, Ohshima K, Hontani H, Takeuchi I. Case-based similar image retrieval for weakly 
annotated large histopathological images of malignant lymphoma using deep metric learning. Med Image 
Anal. 2023 Apr;85:102752. doi: 10.1016/j.media.2023.102752. Epub 2023 Jan 25. PMID: 36716701. 



14 
 

Morimoto M, Yokoya Y, Yoshida K, Kosako H, Hori Y, Mushino T, Tamura S, Ito R, Koyamada R, Yamashita 
T, Mori S, Mori N, Ohde S. Predictive Model for Occurrence of Febrile Neutropenia after Chemotherapy in 
Patients with Diffuse Large B-Cell Lymphoma: A Multicenter, Retrospective, Observational Study. Hematol 
Rep. 2024 Feb 7;16(1):76-88. doi: 10.3390/hematolrep16010008. PMID: 38390940 
 
Hosoi H, Okamura T, Fukai J, Hori Y, Murata S, Mushino T, Nakao N, Sonoki T. Comparison of the outcomes 
of patients with primary central nervous system lymphoma between the neurosurgery and 
hematology/oncology departments based on the relative dose intensity of methotrexate. Oncol Lett. 2023 Sep 
19;26(5):469. doi: 10.3892/ol.2023.14056. PMID: 37809042. 
 
Hosoi H, Nakajima S, Tsujimoto H, Murata S, Hori Y, Kuriyama K, Mushino T, Matsunami M, Nishikawa A, 
Kounami S, Hanaoka N, Sonoki T. Comparison of two apheresis systems for granulocyte collection without 
hydroxyethyl starch. Vox Sang. 2024 Jan;119(1):62-69. doi: 10.1111/vox.13558. Epub 2023 Nov 3. PMID: 
37920933. 
 
Hosoi H, Hori Y, Fukutsuka K, Osuga M, Koh Y, Mushino T, Hanaoka N, Yamamoto N, Ohno H, Sonoki T. 
Detection of the JAK2 V617F Mutation in Urinary Cell-free DNA in Patients with Myeloproliferative 
Neoplasms. Intern Med. 2023 Nov 27. doi: 10.2169/internalmedicine.2837-23. Epub ahead of print. PMID: 
38008450 
 
Suzuki K, Mizuno S, Shimazu Y, Fuchida SI, Hagiwara S, Itagaki M, Nishiwaki K, Hangaishi A, Karasuno T, 
Kikuchi T, Shimizu M, Nishikawa A, Kobayashi T, Sunami K, Hiramoto N, Uchiyama H, Maruyama Y, 
Kanda Y, Ichinohe T, Atsuta Y, Yano S, Kawamura K; Working Group of the Japan Society; for 
Transplantation and Cellular Therapy. Tandem autologous stem cell transplantation in elderly patients with 
myeloma: A multicenter retrospective analysis. Eur J Haematol. 2023 Apr;110(4):444-454. doi: 
10.1111/ejh.13922. Epub 2023 Jan 17. PMID: 36597575 
 
Okada Y, Kimura F, Kurita N, Takahashi H, Shimazu Y, Mizuno S, Uchida N, Kataoka K, Hiramoto N, Ota S, 
Kako S, Tsukada N, Kanda Y, Kurahashi S, Doki N, Nishikawa A, Kim SW, Hangaishi A, Kanda J, Fukuda T, 
Atsuta Y, Kondo E, Kawamura K, Nakasone H. Adverse impact of delay of platelet recovery after autologous 
hematopoietic cell transplantation for aggressive non-Hodgkin lymphoma and multiple myeloma. Cytotherapy. 
2023 Nov;25(11):1212-1219. doi: 10.1016/j.jcyt.2023.05.015. Epub 2023 Jun 24. PMID: 37354150 
 
Mukai T, Tsukiyama Y, Yamada S, Nishikawa A, Hayami S, Noguchi R, Yoshida J, Kashiwada M, Ohta S, 
Shimokawa T, Yamaue H. Virtual Reality Images of the Home Are Useful for Patients With Hospital-Based 
Palliative Care: Prospective Observational Study With Analysis by Text Mining. Palliat Med Rep. 2023 Aug 
7;4(1):214-219. doi: 10.1089/pmr.2023.0017. PMID: 37645585; PMCID: PMC10460958. 
 
 
・症例報告 

1）和文 
Okamura T, Murata S, Miyamoto K, Tane M, Okabe Y, Takeda S, Tabata S, Kosako H, Hori Y, Yamashita Y, 
Mushino T, Hosoi H, Sonoki T. [Veno-venous extracorporeal membrane oxygenation for capillary leak 
syndrome during induction chemotherapy in acute myeloid leukemia]. Rinsho Ketsueki. 2024;65(3):169-174. 
Japanese. doi: 10.11406/rinketsu.65.169. PMID: 38569861. 
 
Hosoi H, Tane M, Kosako H, Sakaki A, Wada Y, Nakayama Y, Hiroi T, Hori Y, Yamashita Y, Mushino T, 
Murata S, Nishikawa A, Miyamoto K, Ito H, Sonoki T. [Guillain-Barré syndrome associated with Epstein-
Barr virus and cytomegalovirus reactivation during treatment for chronic graft-versus-host disease after 
allogeneic bone marrow transplantation]. Rinsho Ketsueki. 2023;64(10):1280-1285. Japanese. doi: 
10.11406/rinketsu.64.1280. PMID: 37914241. 
 
 
 
 
 



15 
 

2）英文 
Tane M, Hosoi H, Kosako H, Yamano Y, Hiroi T, Murata S, Mushino T, Araki S, Sonoki T. [Short-term 
corticosteroid therapy consecutive to hemodialysis and charcoal hemoperfusion for methotrexate-induced 
acute kidney injury in an elderly lymphoma patient].Current Problems in Cancer: Case Reports. 2024; 13: 
100282.  
 
Tane M, Kosako H, Hosoi H, Furuya Y, Hori Y, Yamashita Y, Murata S, Mushino T, Sonoki T. Aortitis after 
switching short-acting granulocyte colony-stimulating factors in a lymphoma patient with HLA-B52. Int J 
Hematol. 2024 May;119(5):608-612. doi: 10.1007/s12185-024-03744-w. Epub 2024 Mar 23. PMID: 
38521841. 
 
Tane M, Kosako H, Hosoi H, Tabata K, Hiroi T, Osawa K, Iwamoto R, Murata S, Mushino T, Murata SI, 
Araki SI, Fujii T, Sonoki T. Severe systemic inflammation mimicking TAFRO syndrome following COVID-
19. Int J Hematol. 2023 Sep;118(3):374-380. doi: 10.1007/s12185-023-03589-9. Epub 2023 Mar 31. PMID: 
37000328 
 
Akagi Y, Yamashita Y, Kosako H, Furuya Y, Hosoi H, Mushino T, Murata S, Nishikawa A, Tamura S, Nakao T, 
Sonoki T. Administration of combined venetoclax and azacitidine in a patient with acute myeloid leukemia 
and multiple comorbidities undergoing dialysis: A case report. EJHaem. 2023 Jun 6;4(3):841-843. doi: 
10.1002/jha2.732. PMID: 37601888 
 
Tanaka K, Miyoshi H, Yamashita Y, Iwamoto R, Yokoya Y, Tochino Y, Arakawa F, Tamura S, Murata SI, 
Sonoki T, Ohshima K. Angioimmunoblastic T-Cell Lymphoma after Treatment of Classic Hodgkin 
Lymphoma: A Case Report. Hematol Rep. 2023 Nov 25;15(4):662-669. doi: 10.3390/hematolrep15040067. 
PMID: 38132275 
 
Hosoi H, Tanaka K, Sakaki A, Kosako H, Iwamoto R, Matsumoto A, Arakawa F, Yamoto T, Murata S, 
Mushino T, Murata SI, Nakao N, Ohshima K, Sonoki T. Rituximab Monotherapy for Grade 2-3 
Lymphomatoid Granulomatosis with Central Nervous System Involvement in a Patient Receiving 
Methotrexate for Rheumatoid Arthritis. Intern Med. 2023 Jul 1;62(13):1977-1982. doi: 
10.2169/internalmedicine.0636-22. Epub 2022 Nov 23. PMID: 36418093 
 
 
3）レター 
Tabata S, Hosoi H, Wan K, Sakaki A, Mushino T, Murata S, Tomiyama Y, Sonoki T. Comparison of platelet 
transfusion effectiveness between Helicobacter pylori-positive and -negative immune thrombocytopenia. Br J 
Haematol. 2024 May;204(5):1953-1957. doi: 10.1111/bjh.19413. Epub 2024 Mar 24. PMID: 38522847. 
 
Hosoi H, Tabata S, Kosako H, Hori Y, Okamura T, Yamashita Y, Fujimoto K, Kajioka D, Suzuki K, Osato M, 
Yamada G, Sonoki T. IGLL5 controlled by super-enhancer affects cell survival and MYC expression in 
mature B-cell lymphoma. Leuk Res Rep. 2024 Feb 22;21:100451. doi: 10.1016/j.lrr.2024.100451. PMID: 
38444524. 
 

 
（3）受賞歴 

細井裕樹：第67回日本輸血・細胞治療学会近畿支部総会 優秀演題賞 

 

 

（4）著書（単行本、シリーズもの含む） 
田畑翔太朗, 山下友佑, 田村志宣：「多系統に異形成を有する骨髄異形成症候群(血液症候群(第3

版)Ⅳ -その他の血液疾患を含めて-)」日本臨牀 29:112-116,2024 

 

 

 



16 
 

（5）研究費、助成金 
山下友佑：令和5年度科学研究費助成事業 若手研究 「ABL-IRE1α経路に着目した多発性骨髄腫の

UPR制御機構解明と新規治療薬開発」 

 

細井裕樹：令和5年度 科学研究費助成事業（若手研究）、「microRNAとスーパーエンハンサーに着

目した悪性リンパ腫のPVT1の役割解明」 

 

細井裕樹：2023年度日本血液学会研究助成「尿と血漿のCell-free DNAを用いた化学療法抵抗性ク

ローンの検出と病態解明」 

 

細井裕樹、園木孝志、他：令和5年度AMED 分担研究「急性骨髄性白血病に対する治験用がんペプ

チドワクチン「DSP-7888」のPhase2医師主導治験」 

 

西川彰則：厚生労働省 令和5年度血液製剤使用適正化方策調査研究事業（分担） 

 

西川彰則：国立研究開発法人 日本医療研究開発機構 令和5年度 「予防・健康づくりの社会実装に 
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5 診療実績 
 

 

 

 

    
 外来新規患者の疾患名と患者数(疑い症例を含む) 2023 年 4 月～2024 年 3 月 
 1) 白血病  
  AML 4 
  APL 3 
  急性白血病 2 
  CLL 2 
  PCL 1 
     ATL/ATLL 1 
  CML 7 
  CMM 1 
  CMML 1 
  HCL 1 
 2) MDS 37 
 3) MM 16 
 4) リンパ腫  
  悪性リンパ腫 16 
  DLBCL 35 
  HGBL 1 
  MALT 13 
  HL 6 
  NHL 3 
  FL 18 
  BCL 4 
  AITL 3 
  PTCL 1 
  SPTCL 1 
 5) 貧血 9 
  AA 2 
  赤芽急性貧血 1 
  鉄欠乏性貧血 9 
  大球性貧血 2 
  小球性貧血 2 
  溶血性貧血 2 
  正球性正色素性貧血 1 
  自己免疫性溶血性貧血 1 
  AIHA 3 
  巨赤芽球性貧血 4 
  ANKL 1 
  正球性貧血 5 
    

（1） 外来 患者総（のべ）数（一時退院後を含む） 10277 名 
  新規患者数（病院集計） 329 名 

（2） 入院 患者総（のべ）数（一時退院後を含む） 520 名 
 退院 患者総（のべ）数（一時退院を含む） 537 名 
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 6) 腫脹・腫大・腫瘍  
  リンパ節腫脹 1 
  後腹膜 LN 腫脹 1 
  顎下部・両側頸部リンパ節腫脹 1 
  反応性リンパ節腫脹 1 
  リンパ節腫大 2 
  炎症性リンパ節腫大 1 
  転移性リンパ節腫大 1 
  反応性リンパ節腫大 1 
  多発性リンパ節腫大 2 
  腹腔内多発リンパ節腫大 1 
  B 細胞腫瘍 1 
 7) 多血症 5 
  ET 多血症 14 
  PV 多血症 4 
 8) 癌  
  前立腺癌 4 
  乳癌 1 
  食道癌 1 
  大腸癌 1 
  肺癌 5 
  メッケル憩室癌 1 
 9) その他  
  TTP 1 
  ITP 18 
  血小板減少 17 
  偽性血小板減少 2 
  血小板増多症 4 
  汎血球減少 6 
  好中球減少 8 
  血球低値 1 
  白血球増多 9 
  白血球減少 2 
  白血球高値 1 
  赤血球増加 2 
  血球減少 2 
  血小板減少性紫斑病 1 
  血球異常 1 
  消化管出血 1 
  真性赤血球増加症 3 
  好酸球増加症 6 
  血小板低下 2 
  球状赤血球症 1 
  単純性紫斑病 1 
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  血友病 B 保因者 2 
  本態性血小板増多症 1 
  ICUS 2 
  ウイルス感染症 1 
  HIV 感染症 6 
  HIV 抗体陽性 1 
  アミロイドーシス 2 
  AL アミロイドーシス 1 
  サルコイドーシス 1 
  軽度のサラセミア 1 
  サラセミア 4 
  グロブリン血症 2 
  グロブリン上昇 1 
  WM 1 
  マクログロブリン血症 1 
  低 γ グロブリン血症 1 
  高 γ グロブリン血症 1 
  MGUS 9 
  Ｍ蛋白血症 2 
  ビリルビン上昇 2 
  輸血後鉄過剰 1 
  出血症状 1 
  不明熱 3 
  胃腸炎 1 
  肺梅毒 1 
  急性腎障害 1 
  TAFRO 症候群 2 
  DIC 1 
  HLH 2 
  MF 2 
  骨髄癌腫症 1 
  菌状息肉症 1 
  寒冷凝素症 1 
  キャッスルマン病 2 
  成人 still 病 4 
  菊池病 1 
  骨髄増殖性疾患 2 
  反応性リンパ過形成 1 
  リンパ増殖性疾患 1 
  リンパ節転移 1 
  EB ウイルス伝染性単核症 1 
  CMV 感染症 1 
  HTLV-1 感染 1 
  IVL-BCL 1 
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  HTLV-1 陽性 2 
  HTLV-1 キャリア 1 1 
  JAK2 陽性 ET 1 
  TPLA 陽性 1 
  APTT 延長 1 
  PT 延長 1 
  ビタミン B12 欠乏 1 
  プロテイン C 欠損症 1 
  FLC 値上昇 1 
  炎症に伴う IL2 上昇 1 
  SLE による影響 1 
  低リスク群 FL 限局期 1 
  電気流動 IgGK 1 
  慢性活動性 EB ウイルス 1 
  TPLA 陽性 1 
 10) 死亡 11 
 11) 剖検 5 
    
 入院患者疾病別分類(入院のみ、重複あり、疑い症例を含む) 
 1) 白血病  
  AML 47 
  M1 1 
  M2 3 
  M5 1 
  M5b 1 
     AML-MRC 6 
  APL 22 
  ALL 5 
  B-ALL 6 
  t-ALL 5 
  Ph-ALL 7 
  PCL 1 
  ATL/ATLL 15 
  CML 4 
  CMML 2 
  SAML 1 
 2) MDS 10 
  t-MDS 1 
 3) MM 55 
 4) リンパ腫  
  悪性リンパ腫 22 
  DLBCL 87 
  EBV 関連 DLBCL 4 
  EBV 陽性 DLBCL 1 
  IVLBCL 4 
  HL 1 
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  NHL 1 
  FL 36 
  cHL 4 
  HGBCL 3 
  HGBL 8 
  MALT 10 
  MCL 5 
  MZL 3 
  PCNSL 4 
  AITL 13 
  PTCL 1 
  回盲部 B 細胞リンパ腫 1 
 5) 貧血 1 
  AA 5 
  AIHA 1 
 6) 腫大・腫瘍・腫瘤  
  多発性リンパ節腫大 1 
  後腹膜腫瘍 1 
  形質細胞腫瘍 2 
  右前頭葉腫瘤 1 
  腹腔内腫瘤 1 
 7) 骨髄バンクドナー  
  骨髄採取ドナー 3 
  末梢血幹細胞採取ドナー 2 
 8) 血縁ドナー  
  骨髄採取ドナー 2 
  末梢血幹細胞採取ドナー 7 
 9) その他  
  TTP 2 
  ITP 12 
  PNH 1 
  血小板減少 6 
  汎血球減少 6 
  FN 1 
  好酸球増多症 2 
  白血球低値 1 
  赤芽球ろう 1 
  TAFRO 症候群 1 
  寒冷凝集素症 1 
  歌舞伎症候群 2 
  血球貧食症候群 1 
  先天性血友病 A 1 
  後天性血友病 A 1 
  慢性活動性 EBV 病 1 
  敗血症性ショック 2 
  腸炎 1 
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  肺炎 7 
  間質性肺炎 1 
  発熱 1 
  不明熱 4 
  マクログロブリン血症 1 
  WM 3 
  アミロイドーシス 1 
  胸部帯状疱疹 1 
  三叉神経第一枝領域帯状疱疹 1 
  MF 1 
  好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 1 
  COPD 1 
  ALK-ALCL 1 
  右足急性多関節炎 1 
  AKI 1 
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６ リーダーレポート 

変革の年 

医療情報部 西川 彰則 
2023 年度は、コロナ禍から徐々に日常生活が戻り始め、社会全体が新たなスタートを切る年と

なりました。私自身の活動にも多くの変化と成果がありましたので、本年報でご報告いたしま

す。 
今年度、私は医療情報部に異動し、医学部学生向けに医療情報学および個人情報の授業を担当

しました。また、昨今の IT と医療の取り組みを概説する IT 医療の授業も担当しました。さら

に、看護部学生向けには情報科学の授業を担当することになりました。情報技術や AI の社会

への影響は多大であり、特に ChatGPT の進化には目を見張るものがあります。医療への応用の

可能性も大きく、授業でも取り上げました。これらの多数の授業コマ数の準備は大変でしたが、

その分、自身の学習にもつながり、大変充実した一年となりました。 
3 月には、医療情報部の教授に就任することができました。この新たな役職を通じて、さらに

多くの責任を担い、病院全体の発展に貢献していきたいと考えています。さらに、4 月からは

データサイエンスセンターおよび情報基盤統括センターを兼務することとなり、大学のデータ

サイエンス研究、ネットワーク環境整備、ランサムウェア等に対するセキュリティ対策などの

タスクも増え、忙しくはありますがやりがいを感じています。 
医療情報部では、電子カルテや病院のシステム管理・運営を担当し、医療従事者が円滑に業務

を行えるよう支援する役割を果たしています。また、より効率的な医療システムの開発にも力

を注いでいます。また、県内の病診連携を充実させるため、「青洲リンク」という医療連携シ

ステムの運営にも関わっています。このシステムは、県民の災害時の医療情報の保全と平時の

医療情報の連携により、より良い医療の提供に貢献しています。2023 年には「青洲リンク」の

10 周年を迎え、この節目を記念するイベントも開催しました。今後も県民の医療の質向上に努

めていきたいと思います。 
さらに、私のライフワークとして、在宅医療におけるデジタルトランスフォーメーション

（DX）に関する研究にも取り組んでいます。独居や高齢者介護世帯に対して、医療介入だけ

でなく生活支援を IT を用いて実現することを目指しています。2023 年のトピックとしては、

富士通研究所と共同研究を行い、ミリ波センサーを用いたプライバシーに配慮した患者の見守

りの研究を進めることができました。今後も診療現場での経験を活かし、新たな革新やアイデ

アを得ることで、診療と医療情報の両方に貢献していきたいと考えています。 
血液内科診療にかけるエフォートが減ることで、医局員の皆様には今まで以上にお世話になる

かと思いますが、血液内科の一員として引き続きお付き合いいただけると幸いです。 
2024 年も引き続き、血液内科医局および医療情報部の発展と診療、教育の充実、そして研究活

動の推進に努めてまいります。どうぞよろしくお願いいたします。 
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アップデート 

医局長・病棟医長 村田 祥吾 
「A 先生は血液専門医を取得したんやから、しっかりと後輩の指導してもらわな困るで。移植

前処置くらい自分で決めな専門医の資格ないで」。「B 先生、髪切ってかわいくなったやん。最

近やせて化粧も頑張っているみたいやけど、ついに彼氏でもできたんか？」「C 先生は 4 年目

やのにホンマにようできるわな。さすが首席は頭の出来が違うわ。先生には皆期待してるから

ますます頑張ってよ」「D 先生、お前は大学院生やのにいつも 19 時までに帰るとかあり得へん

で。オレらが大学院生の頃は患者診てから日超えるまで毎日実験してたわ。土日も休んだこと

なんかないし。ところであの実験データの解析終わった？先生は何回言ってもデータ出すの遅

いけど、ホンマやる気あるんか。新婚で浮かれてるんちゃうか」「E 先生は子供小さいんやか

ら早く帰りや。定時で帰って、土日も来んくていいって言ったやろ。専門医なんか遅れてもい

つかは取れるんやし、旦那も医者なんやからお金の心配もないやろ。母親の代わりはおらんの

やから、今の先生には仕事より子育ての方が大事やで」「F 先生、ちょっと怒られたくらいでメ

ソメソしてたらアカンで。もうちょっと男らしくならな。今日は飲みに行くで。上司との飲ミ

ニケーションの方法をしっかり教えたるわ」 
まあ、これくらいにしておこうか。若干大袈裟な表現も含んではいるが、遠からずこのような

言動を職場で耳にしたことが誰しもあるのではないだろうか。この中にどれだけのハラスメン

トが含まれているのか考えていただきたい。明らかに不適切な発言もあるが、一見相手を気遣

っているような言葉、褒め称えているだけだと思われる言葉も立派なハラスメントになる。ハ

ラスメントだコンプライアンス違反だと何でもかんでも問題にしてしまう社会そのものがハラ

スメントだと言いたくもなるが、こういう時代を生きていくしかないのだ。昔は良かった、80
年代、90 年代は楽しかったなどと耳にするが（実際私も感じることがよくあるのだが）、多く

の場合は自分にとって都合の良かった事柄からなる思い出話に過ぎない。「不適切にもほどが

ある！」、「おっさんのパンツがなんだっていいじゃないか！」1 月期に放送された昭和オヤジ

を主人公にした 2 本のドラマであるが、共通しているのは我々世代のアップデートが必要であ

るということだ。今後を担う若い医師を育成していくためには何が必要であるのか、どう考え、

接していくのが正しいのか、正直分からないことだらけである。そんな私も昨年末から妻が 16
年ぶりに看護師として働き始めたことを契機に食器洗いや洗濯、掃除などの家事を行うように

なった。恥ずかしながら今までは専業主婦であることに甘えてほとんど関わることがなかった。

これもアップデートである。 
医師の働き方改革が始まった。若い世代の価値観を理解し、我々の価値観を押し付けず、個々

のペースに合わせて成長をサポートしていくという管理職としてなすべき重要な仕事がまた一

つ増えた。20 代の若い医師の考え方についていくにはまだまだアップデートが必要である。 
さてさて「君たちはどう生きるか」、なるほどアカデミー賞を受賞するわけである。 
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年報に寄せて〜2023 年度を振り返る〜 

講師（地域医療支援センター） 蒸野 寿紀 
2023 年度は 1 年間通して堀善和先生と同じチームで診療を行いました。JCOG 試験や CAR-T
細胞療法、PTCy ハプロ移植などの新しい治療に積極的に取り組んだことが印象的でした。岡

部友香先生は昨年度に引き続き 6 月まで同じチームで診療しましたが、7 月に紀南病院へ移動

されました。7 月からは交代に橋本市民病院から天野雄登先生が戻って来られ、3 月まで同じ

チームで診療を行いました。岡部先生は紀南病院でも私の外勤の外来からの入院を快く引き受

けて頂き、大変ありがたく思っています。天野先生は総合内科での経験を活かし、血液疾患に

対する専門的な診療も難なくこなされています。2024 年 7 月からは紀南病院へ異動されますが、

さらに研鑽を積んで頂きたいと思います。初期研修医は 4 月から 6 月まで西岡秀悟先生がロー

テートしてくれました。9 月には中島京介先生がローテートしてくれました。田畑先生にはポ

リクリセミナーの骨髄生検シミュレーションを引き続き手伝ってもらいました。手技の指導に

終始することなく、重要な血液疾患の知識の定着につなげるため、国家試験問題を使用したク

イズ形式も取り入れました。こういったセミナー内容の改善は田畑先生の尽力によるもので、

いつも感謝しています。谷河先生は引き続き毎週金曜日に紀南病院に来てくれ、重要な戦力と

して活躍してくれました。 
個人的には 9 月にミラノで開かれた 2nd International iTTP Preceptorship 2023 in Milan に参加した

ことが印象に残っています。世界中から TTP 診療を行っている医師が参加し、各国の TTP 診

療について垣間みることができました。また、Prof. Flora Peyvandi のグループのメンバーのレ

クチャーはどれも勉強になるものでした。ナチュラルスピードの英語でのディスカッションを

十分聞き取れなかったことが悔しい点です。参加にあたりご配慮頂きました園木教授、奈良県

立医科大学松本教授、サノフィの皆様には大変感謝しています。ミラノはどこも歴史を感じる

街並みで、ドゥオーモや最後の晩餐を見られたのがよい経験となりました。 
赤血球製剤・自己血使用ガイドライン作成は、二次スクリーニング、エビデンス総体評価、シ

ステマティックレビューレポート作成まで進みました。来年度はガイドライン発行に向け、さ

らに頑張りたいと思います。 
血液内科以外のところでは、ポストコロナ時代の医療人材養成拠点形成事業「黒潮医療人養成

プロジェクト」の実際の教育プログラムが開始となり、医学生と接する機会も増えました。キ

ャリア形成、地域マインド教育などの講義も始まりましたが、今後も地域枠学生の教育に資す

るものとなるよう、尽力したいと思います。また、卒後臨床研修センターでは、2 月に NPO 法

人 卒後臨床研修評価機構（JCEP）の訪問調査を受審しました。外部評価を受ける中で、院内

の仕組みについて触れ、初期研修のあり方などを考える貴重な機会となりました。訪問調査で

ご指摘頂いた点に真摯に対応する中で、初期研修がよりよいものとなるよう努めたいと思いま

す。 
後厄も終わりましたが、引き続き健康には気をつけ頑張りたいと思います。 
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2023 年度を振り返って 

講師 細井裕樹 
2023 年 5 月からは新型コロナも 5 類感染症となり、コロナ前の状態に少しずつ戻りつつある 1
年でした。日常診療への影響はもちろんのこと、授業・実習方法の変更や学会活動の制限など

診療以外の教育面、研究面にも大きな影響がありました。学会もようやく現地開催となり、顔

を直接合わせての質疑応答ができるようになりました。新型コロナでのデメリットは大きかっ

たですが、同時に感染対策への対応に多くの病院職員が詳しくなったこと、新型コロナをきっ

かけに病態を再考できた疾患があったことなど改善面もあったと思っています。 
今年度も外来医長を担当しましたが、拡張した外来診察室が埋まるほど外来担当医が増えてお

り、医局員の充実を実感しています。外来患者数も徐々に増加しており外来看護師や外来クラ

ークの業務量が増加しておりますが、コメディカルの皆様の御協力のおかげで増加する外来患

者さんに対応できております。近年の同種移植では入院日数が短縮できる傾向にあり、同種移

植後早期の外来患者さんが増加しています。また、多発性骨髄腫に対してなど外来治療可能な

新薬が次々と登場しており、外来診療が複雑になってきています。外来患者さんが増加する中、

安全かつ円滑に外来診療を進められるようなシステム作りが今後も継続的に求められていると

感じています。 
今年度の診療面での大きな変化は CAR-T 治療を導入したことです。今まで県内で CAR-T 治療

ができず、京都や兵庫の病院にまで御紹介して患者さんにご負担をかけておりました。当院で

CAR-T 治療を導入できたことは県内の患者さんに治療選択肢を増やせる意義の大きいことと考

えています。CAR-T 治療の導入には初期の設備投資が必要で、設備投資を御快諾頂いた病院長

はじめ病院幹部の方に感謝しています。また、CAR-T 治療を安全に進めるための手順書の作成

は膨大な作業量であり、半年以上かけて多くの時間を割いて手順書を作成して頂いた輸血部の

中島志保さんの働きがあってこそ CAR-T 治療導入ができたと感じております。今後は B 細胞

リンパ腫のみでなく、多発性骨髄腫など適応拡大されていく CAR-T 療法に当院が対応できる

ように進めていきます。また、将来的には固形癌に対しても CAR-T 療法が行われると予想さ

れ、その際にスムーズに導入できるように輸血部として体制づくりをしていきたいと考えてい

ます。 
病棟業務では今年度も太根先生と診療にあたりました。近年の若手の先生は吸収が早く成長が

著しいと感じています。病棟業務はほぼ任せられるようになりました。さらに、経験した症例

を症例報告としていくつもまとめてくれました。今後も若手の先生の研究発表への指導を続け

ていくことが私の役目だと思っています。 
研究に関しては、悪性リンパ腫発症における PVT1 の役割に焦点をあてた研究は思うように進

められませんでしたが、堀先生と liquid biopsy の研究を進めました。堀先生は色々な案を出し

ながら研究に取り組んでくれますので、毎週の discussion を楽しみにしつつ、私もよい刺激を

受けています。来年度は PVT1 についてもまとめたいと考えています。 
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2023 年度を振り返って 

                           助教  山下友佑 
2023 年度は新型コロナウイルス感染症が 5 類感染症に移行し、これまでの日常が随分と戻って

きたように思います。新型コロナウイルスには今も負担を強いられていますが、新型コロナウ

イルスとの闘いによって、Web 会議の普及など、私たちが価値観を見直す機会にもなったよう

に思います。世の中は、働き方改革に向けての取り組みも進んでいます。私たち医師は基本的

に仕事量が多く、特に大学病院では診療以外の仕事もあるため、医師の働き方改革はなかなか

困難な課題だと思いますが、私たちの間でも徐々にではありますが、働き方改革に向けての取

り組みが浸透してきているように思います。世の中が良い方向に向かってくれればと思います。 
2023 年度、私自身は助教 3 年目となり、教員の仕事も少し慣れてきました。教員としては、令

和 6 年度から始まる大学院(医学薬学総合研究科)での教員資格審査もパスすることができまし

た。引き続き、大学教員・大学院教員として教育においても貢献できればと思います。 
 診療については、4 月から 6 月まで病棟 A チームで村田先生、武田先生、松本先生と、7 月

から 9 月は D チームで田畑先生と、10 月からは榊先生と一緒に診療にあたりました。2023 年

度は臨床試験の症例が大幅に増えたように思います。私自身も JCOG、JSCT と継続的に症例登

録をすることができ、臨床試験にも少しずつ慣れてきました。引き続きエビデンスの発信にも

貢献し、質の高い高度な診療を提供できればと思います。水曜日は公立那賀病院で応援医師と

して外来診療を続けています。2017 年 4 月に私が非常勤医師として血液内科外来を開設してか

ら 7 年が経過しました。外来患者数は増えましたし、治療後 5 年経過し、治癒して卒業される

患者さんも増えてきました。古家先生、横矢先生がしっかりと那賀の地域医療を支えてくれて

いるおかげで、那賀病院の血液内科も徐々に地域に根付いてきたように思います。 
研究については、今年度も Lig4 変異マウスの研究を中心に発展させることができました。田

畑先生と一緒に生化学教室との共同研究も行っており、そちらも良い仕事になりそうです。ま

た今年度は、私自身初めて国際学会での発表も行いました。Lig4 についてカナダのトロントで

開催された国際全身性自己炎症性疾患学会(ISSAID)と、つくばで開催された日本血液学会の国

際シンポジウムで発表し、多発性骨髄腫の小胞体ストレス関連の研究では、小浴先生にも日本

血液学会の国際シンポジウムで発表していただきました。今後も国際学会で発表できるように

研究の質を上げていければと思います。 
私としては、今年度は海外留学に向けて大きく動いた年度になりました。園木先生をはじめ多

くの先生方のご尽力のおかげで、アメリカへの海外留学が現実のものとなりそうです。留学期

間中は診療面でも研究面でも、みなさんに多大なご負担をかけることになってしまいますが、

留学先では多くの研究技術を吸収して、今後の研究・診療に活かし、みなさんに少しでも貢献

できるよう頑張りたいと思います。 
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リーダーレポート 

助教 堀善和 
和歌山県立医科大学に戻ってきて 2年目が終わりました。 
昨年度での到達事項では、PT-Cy ハプロ移植を導入できましたが働き方改革が進まないことが

問題と書きました。1 年が経過し、2024 年 4 月から働き方改革が実際に稼働しています。図ら

ずしも、宿日直許可がなかったため当直明けの帰宅が可能となり労働環境が改善したように思

います。後は、宿日直許可関連で止まっておりますが、休日の当番制の導入が進めばさらに働

きやすくなるのでは無いかと思っています。みんなが無理なく働ける環境でさらにクオリティ

ーの高い仕事が可能となるといいなーと思っています。以下、臨床、研究分野での 2023 年度

の個人的総括と今後の展望です。 
 
臨床：CAR-T 細胞療法が導入されました。大きなトラブルなく、免疫療法が導入できており、

特別な治療ではなく和歌山県でも普通に行える治療となりつつあります。リクルートの点で、

患者さんがやってこられる地域に偏りが見られるので、各病院と十分に連絡を取りながら和歌

山県の患者さんに均等に最新医療を提供できるとよいなと思っています。また、2024 年 6 月 8
日に行われた近畿血液学地方会で研修医の栗山先生が優秀賞を取られました。日々の臨床から

得られた知見に一定の評価をいただけたと考えています。今後も若手の先生に積極的に発表い

ただける機会を作れるようにしたいと思います。また、個人としては、腫瘍内科の研鑽として

固形腫瘍や第 1 相試験の経験を呼吸器内科・腫瘍内科の先生方にご協力頂きながら積ませてい

ただいております。非常に勉強になる環境を与えていただき感謝しております。自分ができる

範囲で精一杯吸収し、還元できるようにしたいと思います。 
 
研究： 
臨床研究：JCOG 臨床研究として、一定の activity を有しながら登録を進めております。また、

今年度は、JALSG も新規研究が開始されますので白血病も臨床研究に参加できる機会が増える

と考えております。また、JSCT 研究会や POLASTAR 研究、G-POWER 試験など医師主導臨床

研究にも積極的に参加できており、practice のみを行っていた頃からずいぶんと変化したと思

っております。直近の目標としては、白血病の臨床研究にももっと参加することと、機会があ

れば我々の主導で臨床研究ができる機会が得られるとよりよいと考えており、可能性を模索し

ています。 
 
トランスレーショナルリサーチ：cfDNA の研究がデータも上がりつつあり一定の報告ができる

とよいなと思っています。引き続き、日々の臨床疑問から橋渡しになるような研究を続けてい

きたいと考えています。また、日本血液学会、日本臨床腫瘍学会ともに英語での発表が増加し

ています。こちらも、トレーニングの必要性を日々実感しております。 
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2023 年度を振り返って 

輸血部 主任 堀端容子 
とうとうこの日が来てしまった…。2023 年 3 月、16 年という長い間、輸血部の主任として輸

血部を支えてきてくれた松浪さんが定年退職されました。輸血部に配属されて 15 年、松浪さ

んに頼り切りだった自分を思い返し反省しても後悔先に立たず。不安しかなく、めずらしく寝

つきが悪い日が続いたのを覚えています。 
あっという間の 1 年でした。新入職員である玉置さんを迎え入れて始まった 2023 年を振り返

ってみたいと思います。 
 
まずは輸血関連業務に関して…長年、輸血療法委員会を通して、FFP の適正使用、使用量削減

に取り組んできました。今年は血漿交換時の置換液のほとんどが ALB 主となり、救急や術中、

術後の使用も減少、ついに「輸血管理料Ⅰを取得する医療機関の適正使用加算」算定基準をク

リアし、9 月から算定が始まりました。月に 1 回 120 点ではありますが、一中央部門として病

院経営に少し貢献できたかと嬉しく思っています。 
 
また、近年急速に発展する細胞治療業務に関しては、大きく変化のある年となりました。5 月

に CAR-T 細胞療法製品キムリアが施設承認されました。設備調整・書類作成・手技のトレー

ニングなど承認されるまでに多くの時間が必要となりましたが、輸血部のメンバーでルーチン

業務をカバーしながら体制を整えることができました。細井先生にはほぼ毎日輸血部まで足を

運んで頂き、たくさん相談に乗ってもらいました。結果、現時点で 4 件の CAR-T 療法用リン

パ球採取・調整を実施することができ、作業もスムーズに行えるようになりました。また、別

の CAR-T 細胞療法製品イエスカルタも監査を終え、承認待ちとなっています。今後、細胞療

法がどのようになっていくのかはわかりませんが、和歌山での CAR-T 療法の第一歩に関わる

ことができてよかったと思います。今後も血液内科の先生方や、アフェレーシスナースの髙木

さんにはお力を借りながら、細胞調製に関する技量保持や教育訓練を継続し、より良い運用が

できるように取り組んでいきたいと思っています。 
 
この 1 年、職員の入れ替わり、新しい業務のスタート、いろいろ目まぐるしく、あっという間

でしたが、大きなインシデントもなく、無事終えることができそうです。いつも温かく見守り、

指導してくださった園木先生ほか血液内科の先生方、輸血認定看護師資格取得にご理解・ご協

力いただいた野口師長はじめ 5 西看護師の皆さん、頼りない私を支えてくれた輸血部のみんな

に感謝します。 
今後も知識・技術の向上を忘れずに、より迅速に、安全で適正な輸血医療を提供できるように

努力していきますので、ご指導・ご協力よろしくお願いします。 
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2023 年度を振り返って 

5 階西病棟 野口 理恵 
 私が 5 階西に配属され、2 年を迎えました。当初、看護支援体制がうまく活用できていなか

ったことから、副看護師長やリーダー層と共に体制づくりから開始したことが、つい最近のこ

とのように感じます。 
スタッフは、「患者に寄り添った看護を提供したい」「看護の質を向上させたい」という強い思

いを持っており、実現させられるよう取り組んだ 2 年でした。まず血液疾患の患者を受け持つ

看護師の「看護の質」を向上させることを喫緊の課題としました。これから病棟での活躍を期

待する 3 年目以上の看護師を中心に指導体制を整え取り組んだことは、化学療法、移植、終末

期看護、退院支援に強い看護師の育成につながったと考えています。また今年度は、患者会が

数年ぶりに開催されました。移植後、社会復帰した患者との交流では、入院中の患者の身体

的・精神的苦痛を回想しながらも患者から感謝の言葉を頂き、メンタルケアの重要性ややりが

いを実感した時間となりました。このような機会を活用し、さらに看護師のモチベーションに

つなげ、専門性を発揮できるスタッフの育成に取り組んでまいりたいと思います。 
 
2023 年度は、新型コロナウイルス感染症は 5 類へ移行したものの、感染防止対策は継続の必要

があり大きく看護師の日常生活や勤務状況が変わることはありませんでした。逆に、世間が感

染対策を緩和していく中で、病院のルールも曖昧となったため、部署としての取り組みがさら

に必要となった一年でした。 
前年度 PCU がコロナ病床であったことやその環境下で部署内での感染拡大を防止しながら病

棟運営できたことは、医師・看護師の感染防止対策行動の賜物であったと感じています。同時

に患者が安全な環境で治療が受けられることを最優先するために、患者や家族が納得して面会

制限に協力いただけるよう、チームとして取り組むこともできました。今後も未知の感染症に

脅かされる状況が発生するかもしれませんが、チームが一丸となれば乗り越えられると信じて

います。 
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７ 寄稿文 

当科における 2023 年度を振り返って 

                 和歌山ろうさい病院 血液内科   阪口 臨 
 
まず、通院されているがん患者様に対する薬物療法を安全かつ適切に提供する為、2012 年（平

成 24 年）10 月に開設した薬物療法センターですが、利用いただく患者様の増加に対応するた

め、2020 年（令和 2 年）2 月に、リクライニングシートを含めたベッド数を 8 床から 10床へ増

設し、2023 年（令和 5 年）4 月に床面積の拡張を行い、患者様の利便性の向上に努めています。

またセンター内でその責務を担ってくれている薬剤師や看護師などの業務の効率向上も狙い、

統率する私としては、皆さんのストレス軽減にも繋がっていればと願っている次第です。 
 次に、診療科内では、週一回病棟スタッフとの入院患者カンファレンス、不定期でのスタッ

フ向けの血液疾患勉強会、研修医の受け入れを例年通り継続しました。 
 また、緩和ケアのチームラウンド（PCT）にも参画しました。専門となる診療科のない中、

私自身のできる範囲で活動しています。県がん診療連携協議会主催 PEACE の緩和ケア研修会

も 11 月末でしたが、COVID-19 などの感染対策に気を配りながら、総合司会や講師を無事終え

ました。 
 さらに、輸血療法に関するスタッフ向けの研修会も継続主催しました。認定制を導入し、皆

が安全に実施できることを目的としています。 
 最後になりましたが、12 月に当院で開催された第２０回和歌山がん診療研究会で園木教授に

特別講演をいただきました。貴医局での悪性リンパ腫における診療の全容を詳らかにご教示く

ださり有り難うございました。 
今後ともご指導ご鞭撻のほど宜しくお願いします。 
         2024.3. 

 
妻・舞（中 1）・潤（小 5）・盤（小 1） 
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2023 年度を振り返って 

公立那賀病院 血液内科 古家美昭 
公立那賀病院 血液内科 古家と申します。 
2023 年度の那賀病院の日常をお伝えさせていただきます。現在、横矢先生と二人体制で週 1 回

の外来で山下先生の貴重なご意見をいただき血液内科業務に従事しております。患者数は右肩

上がりであり、当院では血液内科病床は 20 床を割り当てられておりますが、概ね満床で超過

してしまうこともしばしばあります（超過分は内科等の他科のベッドをお借りしています）。 
横矢先生は一般内科疾患も熱心に診療されており、このたび J-Osler（専攻医登録評価システ

ム）で外部評価者による 2 次評価を突破され筆記試験を控えています。日夜体得した知識を駆

使する時がきましたね。 
また、和歌山医大付属病院の細井先生が主導される臨床研究に関連病院として参加させていた

だき、臨床検査科のご協力もいただきながら今後適した検体を収集・保管させていただく予定

です。 
製薬会社の講演会においては、恐縮ですが那賀病院代表として時々参加させていただいていま

す。最新の情報や違った角度からの意見などを聞けますので日々の診療の参考とさせていただ

いています。 
ますます当院の役割は大きくなっており、東は橋本市、西は和歌山市と和医大附属病院・和歌

山日赤病院に続き紀北地域の一大拠点になりつつあります（妄想かもしれませんが…）。 
現在２人体制のため COVID-19 感染症やインフルエンザ等の感染症で急遽欠勤になってしまう

などの有事で片方のメンバーに負担がかかってしまうことがあります。 
上記のような有事が起こった 2024 年２月から３月にかけては田畑先生に外勤にて新患や処置

の対応をいただき大変助かりました。またのご来院をお待ちしております。 
2024 年の夏からは長年当院の外来業務を担当いただいております山下先生が海外留学され寂し

くなります。ご健闘をお祈り申し上げます。山下先生の不在時は先生の偉大さを思い知らされ

ることでしょう。 
医局長の村田先生、毎年展開される先生の年報を心待ちにしております（私以外の医局員にも

ファンがいると思われます）。医局員の調整は難解な知恵の輪やパズルの如く困難を極めてい

ると想像致しますが、那賀病院をこれからもどうぞ宜しくお願い致します。この場を借りて御

礼申し上げます。 
自身はまだまだ若手と思っておりましたが気付けば 2024 年度で卒後 10 年目に突入し、世間一

般の感覚でいえば中堅どころに当たりますでしょうか。至らぬ点は多々ございますが今後とも

どうぞご指導・ご鞭撻のほどどうぞ宜しくお願い申し上げます。 
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海南医療センターでの内科診療 

海南医療センター 内科 弘井 孝幸 
海南医療センターでは昨年度と引き続き、2 名体制で内科診療にあたっていました。前半は榊

先生、後半は武田先生と来ていただき、主に一般内科患者を診ていただきました。榊先生はす

っかり慣れた様子で成長が頼もしく、自分のペースで着々と診療されておりました。内科専門

医も取得され、今後ますますの成長を期待しています。武田先生はお子さんもおられる中パワ

フルに働かれているのが印象的でした。日中の救急当番を数多くこなし、人一倍内科救急を経

験されています。私が海南医療センターで勤務するようになってから指導と言えるようなだい

それたことはできていませんが、一般内科診療の大切さや高齢者を診ることの難しさが少しで

も伝わっていれば良いなと、日々を過ごしております。 
海南医療センター内では臨床研修センター長という役職のもと、研修医や学生のお世話係も担

うようになりました。自分が研修医であった時代とも、自分が医大でともに診療していた、そ

れこそ榊先生や武田先生の時代とも異なるタイプの、言わば“令和型”研修医の登場に困惑しつ

つ役目を果たしています。 
私個人としては本年度に無事学位を取得することができ、血液指導医も取得いたしました。関

わっていただいた全ての方に感謝の念が堪えません。ありがとうございました。 
 
与えられた 5 年の猶予も終わり、2024 年 4 月からようやく医師の世界でも働き方改革が始動し

ます。刑事罰を含む罰則もあるにもかかわらず未だに理解が得られないことが多い 中、持続

可能な働き方に改めつつも現在の医療水準を維持できるよう変化してくことが求められます。

年々変化する制度や環境、人も移り変わり、そのたびに求められることも変わる中でも自分の

軸をしっかり持ち、責任を持って内科診療に当たる所存です。 
来年度もよろしくお願いいたします。 
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紀南病院血液内科の 1 年を振り返って 

 
紀南病院 血液内科 小浴 秀樹 

 世間では COVID-19 の 5 類感染症への移行とともに国内・海外からの人の移動が以前の様に

戻りつつある中、2023 年度の紀南病院血液内科もメンバーが一新した 1 年でした。常勤では約

4 年間勤務されていた森本先生が和歌山医大臨床感染制御学講座に、また約 2 年間勤務された

横矢先生も那賀病院血液内科に異動され、非常勤では非常に長い間紀南病院に貢献された田村

先生が離れられました。一方、常勤では私、岡部先生、岡村先生の 3 名が、非常勤では堀先生

が着任し、これまで偉大な先輩方が作り上げて来られた紀南病院血液内科を継承し、発展させ

ていくことを誓って、心機一転、仕事を開始しました。 
 紀南地域の明るく開放的な気風か、紀南病院のスタッフは新しいことを取り入れるのに対し

非常に熱心です。血液内科に関して言えば、当科は本州最南端の血液内科であり、紀伊半島南

部の血液診療の拠点であるので、日進月歩で変容する血液診療に常にキャッチアップする姿勢

が求められるのですが、これは紀南病院の気風と非常に相性がよいと感じます。時代は抗がん

剤から分子標的薬、免疫療法へとシフトしており、免疫療法を行えるかどうかが施設にとって

の分かれ道となる可能性も高まる中、当院でも二重特異性抗体治療薬の導入を行いました。今

後は治療経験を蓄積し、地域住民や医療者から信頼される血液内科であり続けるとともに、

諸々の臨床研究に参加することで、和歌山医大血液内科医局にとって充実した関連施設である

ことが求められると考えています。 
 私個人としては、先輩方のご指導と後輩の先生方の協力のおかげで、無事、血液専門医の資

格と学位の内定を頂くことができましたので、改めて心より感謝を申し上げます。今後は先輩

方から頂いたご指導を後輩に伝え、切磋琢磨することで、医局が益々発展することができれば

良いと考えております。 
 最後となりましたが、和歌山医大血液内科医局に所属する全ての方々、および、紀南病院で

我々血液内科を支えて頂いているスタッフの方々に、日頃の厚意に心より感謝を申し上げたい

と思います。 
 2024 年度も、どうぞよろしくお願い申し上げます。 
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